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は じめ１二

東京女子医科 大学学会第６０回記念総会 を迎乏る

にあたり， 女子 医大の伝統 ある歴史を籍く ことに

よ り， 東京女子 医科大学学会 （以下学会） の６０年

の 歩 み を た ど っ て み る こ と に す る
１）山３〕
．

学 会の設立に は， 本学創立 者の吉岡彌生 学頭の

建学 の精神が貫 かれ，
女医の 地位向上 という側面

が色 濃くあらわ れている．

昭和５年 （１９３０） に東京女 馨學會と して 発足し

た 学会は昭和９ 年（１９３ゑ） 第１回総会 を開催 した．

戦申戦後の混乱期 も絶える ことなく維持さ れ， 新

制 東 京 女 予 医 科 大 学 の 認 可 を 豪 ち， 昭 和２７年

（１９５２） 第工８回総会 を迎 えることが でき た．

着 岡守正会長 によ る昭和５９年 （１９８４） 第５０回記

念総 会を転機に学会 の運営も より整備さ れ活性化

が 図 ら れ る よ う に な っ た、

当時至，５００余名 の卒 業生 らを 対象 と して 始まっ

た 学会会員 数は幾多の変遷 を迎え， 現在も 名誉会

費５０名を 含み常 時２，０００余名 の会 員 数で維 持さ れ

て い る
．

１． 東京女子医科夫学学会の名称の変遷

昭和５年 （１９３０） ９月 東京女警撃 會の設立並

びに機関誌 『東京女馨學 會雑 誌』 の発刊 を決定す

る
．

同年１蝸２蝸 東京女馨學會第至回例会兼発会

式カミ東京女子 警學専門學 校の 大講堂にて 闘催され

る （図 １， ２）．

この大講堂 は。 犬正１１年 （至９２２） ４月竣 工の木

造 三階建の建 物で，三階部分が８００人収容の 大講堂

と な っ て い た．
昭 和２０年 （１９４５） 雀 月１３ ヨ の 空 襲

で， 東京女子 警學専門學校の 大部分の建物 と薬に

焼 失 し た
．
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図 １ 東 京 女 子警 學〕妻＝門 學 校 の全 景 昭 和２ 年（１９２７）

当時

図 ２ 大 講 堂

昭和６年 （亙９３１） ３月２５日 『東京女警學曹雑

誌』 第１巻 第１号発干ｕさ れる
．

昭和９年 （１９３４） ４月 ６日 ４月 逐臼に竣工 し

た臨床講堂 の落成記念 を兼ねて， 東京女警學會第

至 回 総 会 淋 開 催 さ れ る４）５〕
．

昭和１８年 （１９４３） ３月１０冒 東京 女警學會評議

員会におい て， 会名およ び雑誌名の 変更カ
ミ決議さ

れる． 東京警 學會は日本女子 警學研究會 に，距東京

女警學會雑誌ｊ は 『女子警學研究』 へと改題され

る
．

同 年４月２３臼 日本女 子馨學研究 會第１回例会

を 開 催 す る
．

同年５月２５臼 『女子 馨學研究』 を通巻第１３巻

２ 号 と し て 発 刊 す る．

階和２７隼 （互９５２） １月 臼本女子警 撃研究會を

東京女 子医科大 学学 会と 改称 する．
『女 子警 學研

究』 を 『東京 女子警科大 學雑誌』 と 改題する．

同年２月２５日 『東京 女子警科犬學 雑誌』 通巻

第２２巻 １ 号 を 発 刊 す る
．

２． 東京 女騒寧禽

東京女警學 會は，
それま でに行われ ていた学術
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図３ 『東 京 女 警 撃會 雑 誌』 発 刊 之辞

集 談会 が発 展的 に解 散 さ れ設 立さ れた もの で あ

る
．

こ の 時， 「東京女欝學 會会 則」が制定され今 日の

学会会則 の基礎が形 作られたの である． 第２条 に

は医学の 進歩を図る ことがその目 的と して掲 げら

れ
， 目 的

を達するた めの活動に は集会およ び雑 誌

の発行 （第３条） が義務 づけ られた．

集会 は例会を月１ 回開催するこ と， 年１回総 会

を開催す ること， 評 議員 会は年３ 回以上開催す る

こ と 等 第１王条 に 定 め ら れ た、

会員の 構成は（第５条）， 至誠會 会員， 本会の 目

的に賛同 する医師およ びその他の篤 志家か らなっ

て い る
．

会 長に は， 吉岡彌 生東 京女子警 學専門學校校 長

があたり， 副会長に は吉岡正明同校 副校長が選 出

された． その他若干名の 評議員が 同校教授， 講 師

か ら 選 ば れ た の で あ る
．

第１２条 に定められた機 関誌『東京女警學會 雑誌』

は，「本 雑誌の使命 は， 校 友諸姉相互 研究の機関た

る こ と に 有 之」高）と 謁 い， 即 ち 主 に 卒 業 生 つ ま り 女

牲医師達 に研究発表の場 を提供する ことを目的 と

し た （図 ３）．
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寄稿 者は原則 として至誠會 会員 およ び東京女子

警學専戸ヨ學校教職員 に限られ ていたので ある
．
当

時 卒 業 生 は至
，δＯＯ余 名 を 数 え た．

東京 女子馨學 會は昭和５年 （ユ９３０） 王朗 が ら昭

和王８年 （１９斗３） ３月 豪で， 戦 時体制で学会が 改称

を余儀 なく されるま で続いた
．

〔東京女警學會第ユ回総会〕

昭和９ 年 （１９３４） ４月 ６日， 新 築成った東 京女

子警學専 門學校臨床 講堂において， 立錐の余 地の

無い盛況の なか， ４０分の休憩を はさ み午前８ 時か

ら午後５ 時半まで開催さ れた
．
吉 岡彌生学会会長

は開会の辞 で， 現今の 女医の究学 心の向上を喜 び

「研 究す れば立派 にでき る という信 念 を持た れた

～？）と激励の詞 を述 べたの であった．

特別講演 が設けら れ，佐藤 清病理学教授 のギ白

血球の系統 的分類と其臨 床的意義 につ いて」，今村

明光内科教授 の 「腸チフス およ び類似 熱性疾病の

診断」 の２題 が発表さ れた． また， 各 科より３３題

の研究発表 があり， そのうち３至題 は， 東京女警學

校および東京 女子馨撃専 門學校の卒業 生によるも

の で あ っ た剛 （図 ４）．

翌年から， 毎 年秋に総 会が開催され， 匿召和１５年

（１９遂０）の第７回 総会から は， 日程が二 日間に亘る

よ う に な り， 毎 回， 主 に 卒 業 生 に よ る３⑪数 題 の 研

究 発表と， 教授 による特別講 演２題と いう 形式が

定着 していった． 図５は第 ７回総会で挨 拶する吉

岡彌 生学頭である
．
当時 は， 東京女子 警學尊門學

校校 長であり， 東京女馨學會 会畏を務めた．

東 京女警撃會 として最後の総 会となった 昭和１７

年 （１９４２） の第９ 回総会 では， 特別講演 として，

医化 学教室の戸田ク ニ教授淋 「動物体内に 於ける

コ レステ リン類の機 能に就いて」 と題 して 発表し

た． 戸 田クニ教授 は卒業生と して初めて， 母 校の

教壇 に立った人 で， 大正５年 （１９至６） 卒業， 昭和

４年 （王９２９） から６ 年 （至９３ユ） にかけて学校 が派

遣 した本 学最初の留学 隻となり， ドイ ツヘ留学 し

た． 帰 国 後， 昭 和 ７ 年 （１９３２） に 教 授， 昭 和 ９ 年

（王９３珪） に医学榑 土となった が， 昭禾口２ヱ年 （１９４６）

１１月 肺炎 のため逝去 した （図６）．

この問， 東京女警學 曾例会は第１ 回例会が昭 稲

５年（至９３⑪）１１月２蝸 に 開催され， 昭和１８年（王９４３）

図４ 棄 京女 欝 撃 曹 第 ヱ 圓 総会 昭 和９ 年 （１９鋤

在 月 ６ 日 佐 藤 溝 先 生

團５ 東京 女 饗 學 曹 第 ７ 回総 会 昭和王５年 （玉９ 州

１０ 則 ９， ２０日 吉岡 彌 生 会長 の 挨 拶

図６ 東京 女 馨 學 會 第 ９ 回総 会 昭和ユ７隼 （１９尊２）

芦 田 クニ 先 生

４月２３日に開 かれた第６９回例 会まで活発 に行われ

回 を 重 ね た
．

３． 日本女 子馨學研究 禽

東 京女警學曹 は戦時下発展 的に解消され， 昭和

１８年 （１９４３） 遁月， 日本女子 蟹學 研究會赫 設立さ

れた． そ の設立の 目的は， 女子 に関する医 学の進

歩並 びに冒本人女性 の体質と体格 の向上を 図る こ

一 ２３０一
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と に あ っ た
酬
．

日 本女子蟹學 研究會が設 けられたの は， 第二次

大戦 下， 総力戦 体制のもと国 家の要請に基 づく措

置 であった． 戦 争の長期化に よる人的損害 の増大

という 状況にあっ て，
女性に は人口増加 とさ らに

労働カ 提供が求 められていた
．
政府は 「生 めよ殖

やせ よ」 のスロ ーガンのもと， 経済的措置 等の結

婚奨 励策によって 人口増加 を図るうと して いた．

日 本女子警學 研究會は， 会員 数の増加や 会の回

数 を重ねるという 量的なこ とぱかりで はなく， 質

の 向 上カミ必 要 で あ っ た．
ま た， 女 性 の 徴 用 を も 覚

悟せ ざるを得な い状況下， 母 体として だけではな

く労 働カと して の女性という 観点がら， 女性の身

体１こ関する科学 的調査研究を 積み重ねて 「女子医

学」 という医学 の新分野を 開拓 し， その体 系を整

傭す ることを当 面の目標と した呵．

雑 誌名 も 『東 京女警學會雑 誌』 がら 『女子警學

研究ヨ に変更さ れた
．
そ れは物資欠乏の折 から，

銘版 の統制， 学 術雑誌の統廃 合が行わ れ， 一学内

の機 関誌には紙 が割り当て られなかったた めの措

置 で あ っ た．

軒女子警學研 究』 では， 寄 稿者に 「女子医学」

に寄与する研究 を求め， 昭和
１９年 （１９４４） 遂月 の

評議 員会では， 「女 子の 体質に関す る総合的研究」

を各 教室分担 で行う 決定もなさ れたが， 以 上の新

方針の軌道に乗 る 醐こ戦争終 結を迎乏たた めか，

研究 のテーマや 内容に特殊な 変化は見 られなかっ

た （図 ７）．

例 会， 総会も それぞれ名称カ
ミ変更さ れ， 日本女

子警撃研究會の 第１回例会 は昭和１８年 （互９４３） ４

月２３目に開か れ，同 じく 第１回総会 は同年１０月２３，

２４日開催さ れて いる． 従来の 同窓会的 な女医のた

めの研究機関か ら， 女子に 関する医学の総 合的研

究機 関へと学会 の性格の変化 が図られた のであっ

た
．

〔戦時中か ら戦後にか けて の活動〕

日本女子馨學 研究會は， 第 二次大戦 を通して昭

和１８年 （醐３） ４月 から昭和２６年 （１９５夏）１２月 ま

での問活動 し， その学会の運 営はこの 時期 困難を

極 めた． しか し集会串雑誌発 行はできる かぎり定

期 的に継続 しよう と努力 がなされ， 例会 も昭椥２０

図７ 右 ：「東 京 女 警學 雑 誌」 （第 王 巻 １号）， 左 ：「女

子 警 撃 研究」 （第１４巻 召 号）

年 （１９４５） ６月２８日に第１４回カ欄 催さ れ， 終戦後

にもいち早く 第１５回例会 が同年１蝸 ９ 日に開か れ

た
．

一 方， 総 会 は 曙 和１９， ２０年 （王９４遅， １９４５） に は

開かれる ことなく
， 戦後， 昭和２１年 （醐

６） ユＯ月

２０日になって ようやく， 日本女子警撃 研究會と し

ての 第２ 回総 会 を開催 す る こ とが でき た の で あ

る
．
昭和２６年 （１９δ１） ７ 回目の日本女 子警學研究

會総会は， 第王７回総会とさ れ， 昭和９ 年 （１９３遂）

の東京女馨 學會第１回総会 から通算 して 数えら れ

る こ と と な っ た．

機関誌 『女子馨學研究』 は， 昭和！９年 （王９４４）

１０月２５日発行 の第１４巻４ 号カミ戦争中の 最後の号 と

な り， 昭 棚２０年 （１９４５）１０月 ２５日 発 行 の 第１５巻 １・

２号が戦後 になって最初 の号となった． しか し年

４ 冊 の 発 行カミ可 能 に な る ま で に は， 昭 和２６年

（１９５１）の第２１巻の発行を待た なけ ればならなかっ

た．
これ らの戦中， 戦後 の困難な 時期 を乗り切る

ことカミできた のは， 昭和 ８年 （互９３３） から鱈和３８

年 （１９６３） まで学会誌の編 集主幹 を務 めた 故吉岡

博人名誉理 事長の尽カが 大きがった と言われる．

４． 東 京女子医褐 大学学会

冒本女子 警撃研究會か ら東京女子 医科大学学会

への改称 につ いては， 昭和２７年 （１９５２） の学制 改

革等の社会状 況をみな ければならな い．

瑠和２７年 （ユ９５２） ２月， 新翻医科大 学と して 学

校法人東 京女子医科大学 の設置カま認可 され４月 に

開校された
． 同
じく５月 には大学 は創 立５０周年記
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念 式 輿 を 挙 行 す る に 至 っ た．

こ れら東京女子医 科大学の節目 の時期にあたっ

て， 「ひとり学 会のみが 旧態 依然であり 得な い」
Ｈ）

とし， 戦 時体制下の異例 の措置で あっ た 「日本 女

子馨學研 究會」 およ び 『女子警學 研究』 は， そ れ

ぞれ ｒ束 京女子医科大 学学会」，
ポ東京女子馨科 大

學雑誌』 と改められた． 東京女子 医科大学 を代 表

しうる権 威のある学会， 雑誌とする ことを目指 し

た の で あ る
．

同年１２月 には「東京女子医科 大学学会会則一’２〕が

改訂さ れ運用 される こととなった． 第 ２条に は学

会の目的 が新しく医学お よび医術の 進歩陶上を 計

る こ と と さ れ た． 目 的 を 逮 成 す る た め の 集 会 は，

例会の開 催を毎月 王回 とし， 総会 を年１圓開く こ

と， 新 しく 幹事会を設 け事務関係協 議会と し， 年

２回以上評 議員会を 開く こと等が第ヱ４条に定め ら

れ て い る
．

会員の 資格 は， 本会の 目的に賛同す る医師およ

び評議員の推 薦による者 とされ， 「東京女警 學會」

時代には， まず第一に卒 業生を勅象 とし， 女性 医

師に 学 術活 動 の場 を 提供 す る のが 主 限で あった

が， 「東京女子医 科大学学会」では，
会員 資格者 を

広 く ］ 般 に 求 め た
．

第７条 には会費を納入 する普通会員 と， 本会に

対して特別 な功労のある者 で評議員の 推薦による

名 誉会員 が定 められてい る．

役員の構成 は会長が東 京女子医科大 学学長， 副

会長には評議 員が推薦 した 者， ほかに 会長が指名

する幹事 を若 干名おくこ とができ， 会 計， 編集そ

の他の事務 を握当するこ ととされる．

戦後ようやく 撞の中も 落ち 着きを敢り 戻した昭

棚２９年 （１９５遂） には， 記念 すべき第２０回記念総会

を迎えるこ とができた． 図８ 前列申央 が， 学会会

長の久慈直太 郎女子医大 学長．
その左 洲， 学

会副

会長で， 女子 警専時代長く副 校長を務 めた 吉岡正

明附属病院長．
久慈 学長 の右隣が，昭和８ 年（１９３３）

以 来， 学会の 主幹を務めてい た吉岡博人教 授であ

る
．

こ れ まで 旧臨 床 講堂 で 行わ れ て いた 学 会総 会

は， 昭和３９年 （１９６４） の第３０回総会の 頃には， 例

会， 総会も旧本都 棟の
一階の 講堂に移さ れて開催

潟

図 ８ 東 京 女 子警 科 大 學學 會 第２０圓 記 念総 会 （一号

館前 に て〕 昭和２９年 （玉９５迅） 工Ｏ月

図 ９ 東 京 女子 医 科 大 学学 会 第３８回 総 会 昭 和｛７隼

（ユ９７２ 〕 Ｏ月 １ 日 吉岡 博 人 会長 の 羨 拶

されている． この建物 は曙 榔５年（１９６０）， 至誠会

より寄贈さ れたもの で， 弥生記念講堂 と糖尿病セ

ンター建 設のため， 昭 和６０年 （王９８５） には取り壊

さ れ た、

昭和４０年 （１９６５） 逐月 学長に就任 した 吉岡樽人

教授が会畏 になった． 図９は第３胴 総 会で座長 を

務める吉 岡博 人会長 である
．
なお， 佐 藤イ クヨ教

授 （耳鼻口濁喉科） が昭椥３８年 （１９６３） から昭和５５

年 （１９８０） まで学会主 幹を務めた．

昭和遂１年 （王９６６） の第３２回では中山 憧明教授カミ

シ ン ポ ジ ウ ム
“
癌 の 臨 床’’ で Ｆ消 化 器 癌 の 外 科 的

治療」と題して報告 した．
中山教 授は， 同 年１月，

本学の客員教 授とし二て迎 乏られ食遣外 科の世界的

権 威であった．
その 構想のもとに。昭 棚 Ｏ年（！９６５）

７月 消化器病セ ンター が開設された
．

また， 昭和４６年 （！９７！） の第３７團総会の シン ポ

ジ ウ ム で は， 榊 原 仔 教 授 カ
§テ ー マ “臓 器 移 植”
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図丑Ｏ 東 京 女 子 医科 大 学学 会 第５０圓 総 会 昭 和５９年

（王９ 酬 ９月２９日 告 岡守 正 会長 の 挨 拶

で司会 を務めている．
榊原教授 は，昭和２唾年（１９４９）

７月， 東 京女子警學専 門学校教授 に就 任． 昭和２６

年 （１９５王） 本学外科に おいて 「ボタロ ー」 氏管 開

存症の手術 に初めて成功 し， 翌２７年 （１９５２） に は

大動脈狭 窄症 の手術に成功 して， 日本 の心臓外科

の発達に大き な責献を なした． 昭和３０年 （豆９５５）

５月 に開所 した日本心臓 血圧研究所の 初代所長 を

昭 和４８年 （１９７３） 追 月 豪 で 務 め た
．

昭和５９年 （夏９８遂） ９月２９臼には， 前 隼就任した

吉岡守正会長 のもと第５０回記念総会を迎 えた． 吉

岡守正会長カミ， 昭和５８年 （１９８３） ４月学長， 学会

会長 に就任 して以来， 学会 運営の一部 が整 傭され

現 在 に 至 っ て い る （図至Ｏ）．

学会会則は， 数回の改訂 を経て現在 では， 会員

も東京女子医 科大学在学生 が準会員と して 加えら

れて いる． 平成 ６年 （１９９４） ３月 現在の会員 数は

準 会 員６０５名 を 含 み，
２
，０２３名 を 数 え て い る

１畠）
．

第５０回総会 がら教育講演 が始ぬられたが， 至誠

会東 京都支都の総 会カミ， 学会総 会と同時に 開催さ

れる こともあり， 卒業生にも配 慮したテーマ で行

わ れ て い る．

例会 はこれま での年６回の 開催から年４ 回の 開

催とさ れ， 東京女 子医科大学学 会内規の第３ 条の

２ で は ２ 月
， ５ 月， ６ 月， ｕ 月 に 例 会 の 開 催 月 が

定め られ， それ ぞれの月 の例会 には定例の行事 跡

挙 行 さ れ る こ と に な っ 花．

２月： 山州 寿子研 究奨励金およ び佐竹滝子研 究

奨励金授 与式と前 年度 受賞者の研 究発表カミ合わせ

て 行 わ れ る、

５月 ；吉岡 彌生学頭の命 日 （５月２２日） に開催

さ れ， 吉岡彌 生研究奨励金授与 式と前年度 受賞者

の研 究発表， 吉 岡彌生記念 講演淡取り行わ れる．

６月， ｕ月 は一 般演題， 学術講演， シンポジウ

ム等 が開催さ れる．

評 議員 会は年１ 回以 上開催 へと改訂さ抗た （第

１２条）．

機 関誌 『東京女 子馨科大學雑 誌』 は， 昭棚３０年

（１９５５） 第２５巻より 毎月 １ 回発 行さ れ， 平 成元 年

（１９８９）から， 本学 教職員の研究 業績を年至回特別

号と して 発行する こととした． また， 機関誌編 集

会議にお いて論文の査 読制カミ採用さ れたこと は画

期 的 な こ と で あ っ た．

昭和５３年 （ユ９７８） の 第４４回総会 から言已念盾が 使

用された
． 織畑秀夫名 誉教授意 匠のもとに， こ の

記念盾第 １号は， 学会 祷別 講演者お よび各科招待

の学外講 演者・外園講 演者に主催教 室の希望によ

り贈呈さ れた． 現在 では， 坂元正
一 母子総合医療

センター名誉 所長意匠 の記念盾第２ 号カミ，
平成元

年 （！９８９） ５月 より使用さ れている．

こ こ で， 新 し く 取 り 入 れ ら れ た シ ン ポ ジ ウ ム に

つ い て， そ の テ ー マ の 変 遷 を 調 べ る こ と に よ っ て，

医学界の研究 の推移を見る ことができる と考え，

その一覧 を掲 げてみる （表１）． また， 戦前「東京

女警學會」 当 時の座談会 も参考と して 掲げておく

（表 ２）
．

〔吉岡彌生 記念講演につ いて〕

＊毎年５月２２日の学会例 会で， 吉岡彌 生研究奨

励 金授与式に引き 続き 「吉 岡彌生記念講 演」 が行

わ れ る．

＊本学創立者 吉岡彌生の 建学 の精神を 後世に継

承 し記念するた めに設けら れた．

＊第１回 「彌生メ モリア ルレクチャー」 は昭和

６０年 （１９８５）， 作家の 澤地久枝カ汀 い のちの重さ」

と 題して講演 した （図夏１）
．

翌年の第２團か らは当時の 吉岡博人理事長 の提

案 で， 講演会の名 称カ汀 吉岡彌 生記念講演」 と変

更 さ れ た
．

＊平 成２年 （至９９０） の第６回 からは， 名界 の著

名人 （原貝目と して 女憧 講師） や 医学に関する 講演
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蒙 亘 東京 女 子 医 科大 学 学 会 総会 シ ン ポ ジウ ム

蟹 隼て西 暦） ’
ア ＾ マ

第２３回 鱈３２（１９５７） 悪 性 腫 瘍

第２追圓 召３３｛ｉ９５８） 高 血 圧

第２５回 曜３ 蜘 ９５９） 心 臓 疾 患

第２６團 昭３５（１９６０） 麻 酔

第２７園 昭３６｛１９６玉） 癌

第２８園 昭３７（１９６２） リ ウ マ チ の 臨 隊

第２９鰯 昭３８（１９６３） 糖 尿 病

第３０国 昭３９（玉９６４） 感 染 症

第３咽 融Ｏ（１９６５） 臨床検査 法の進歩

第３２回 榊 １（１９６６） 癌 の臨 床

第３３回 箔｛２（１９６７； 出 痂

第３省圃 ヨ馳３（ユ９６８） 各 騨領 域 に お け る 匿 際 性 疾 患

第３５回 曜４ゑくユ９６９） リ ハ ビリ テ ー シ ョ ン

第３６固 聰４５（１９７０） 交 遷災 審

第３７回 日召４６て１９７正） 臓 器 移 植

第３８灘 昭４７Ｑ９７２） 救 急疾 患 の 初 期 治 療

第３９国 昭４８（玉９７３〕 各 科 の 最 近 に お け る Ｍｅ 碗 呂１

Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃｓ の 進 歩

第名０固 醐 ９（１９７４） 抗 生 物 質 使 周 浅 の 進 歩

第４１回 綴 ０（１９７５） 二，
三 臓 器 癌 の 診 断 法 の 進 歩

繁４２回 鱈５１（１９７６） 脳 卒 申 の 診 断 と 治 療 の 進 歩

第里３回 囑５２くｉ９７７； 糖 尿 病 学 の 進 歩

第４ 姻 昭５３｛１９７８∋ 救 急 疾 患 の 初 鶏 捨 療

第４５国 昭５ 蜘 ９７９） 人 工 腎 臓 の 発 展 と 適 応 の 拡 大

第４ 胴 昭５５α９８０〕 内 分 泌 疾 患 の 臨 床

第些 咽 昭５６（玉９８１） 画 像 診 断 の 最 近 の 進 歩

第省 胴 昭５７（１９８２） 蟹 学 教 育 に 何 を 望 む か

第追９回 昭５８（１９８３〕 医 療１こお け る 死 を め ぐっ て

第５０回 昭５９（１９ 醐 癌 治 療 の 進 歩 一 癌 治 療 の 環 況 と 問 題 点 一

第５１回 婁碧６０（１９８５） Ａｇｉ㎎ と 疾 病

第５２回 昭６１｛ユ９８６） 蜜 ８ 免 疫 疾 患 をめ ぐっ て

第５３国 鴫６２（ユ９８７） 冠 動 脈 疾 患 の 治 療

第５４園 昭６３｛１９８８） 麺 像 診 餓 一 最 新 の 議 題

第５５蟹 平 １て１９８９） 内 欄 鏡 検 査 の 現 況 と 展 望

第５６團 平 ２（玉９９０〕 レ ー ザ ー の 医 学 へ の 応罵

第ら７回 平３（工９９１〕 注 冨 す べ き 感 染 症 と そ の 対 策

第５８固 平追（１９９２） 慈 獲 リ ンパ 魑

第５９回 平５（１９９３） 分 子 生 物 掌 の 鶴沫 への 癒 用

第６０回 平６（１９蝪 高 鏡 者 の 季 薇

に 加えて， 吉岡彌生 を親しく知る人
が ｒ彌生 先生

を語る」 と題して， 生前の吉岡彌 生の業績や 想い

出 に つ い て 講 演 す る よ う に な っ た．

＊平 成６年 （王９９遂） で第ユＯ回 を数えている．

〔吉 岡彌生研究奨 励金について〕

＊毎 年５月２２日に 行われる東 京女子医科大 学学

会例会 で， 授
与式 と
，
前年度受 賞者の研究 発表カミ

行 わ れ る
．

＊吉 岡彌生の葬儀 に供吏ら れ花 香典カミ吉 岡博人

図至旦 第 玉 圓 彌 生 メ モ リ ア ル レク チ ャ ー 昭 和６０年

（王９８５） ５局２胴 澤 地 久 枝氏 の 講 演

表 ２ 「東 京女 馨 學 會一 当 時 の 座談 会

会 年（西 暦） ’
ア 山 マ

繁４０回 例 会 瑠且３｛１９３８∋ 「プ ロ ン ト ジ ルー に 就 て

第４！園 例 会 召ユ３｛１９３８∋ 赤 愈 球 沈 簿 反 応 に 就 て

第４２園 例 会 召１３（１９３８∋ 血 圧 に 就 て

第珪 掴 例 会 昭１３（玉９３８） 感 副こ就 て

第４ 姻 例 会 召Ｉ４（玉９３９〕 肺 炎 に 就 て

第｛５回 例 会 融 ４（１９３９〕 ビタ ミ ン， 袴に
Ｃ に 就 て

第４６回 例 会 融 ４（１９３９） 止 舳こ就 て

第４７回 例 会 馳 ４（１９３９） 止 触こ就 て（続）

第４８回 例 会 召１４（ユ９３９） 鎮 痛 に 就て

第５ユ臓 例 会 瑠１５｛ｉ９４０） 腹 痛 に 就 て

第５２固例会 鱈 酬 １９棚 腹 翻こ就て｛続）

第５姻 例会 醐５｛１９伽 結核 に就て

第５５湧 例 会 召１５て１９珪Ｏ） 績 核 に 就 て 鱗）

誌 圭 座 談 会 召ユ６（１９ 州 ヴィ タ ミ ン Ｂ の 各 科 よ り 見 た る 応 周

誌 圭 座 談 会 召１６（ユ９ 刎 ビタ ミ ン Ａ， Ｄ に 就 て

誌 土 座 談 会 昭１７（玉９ 鋤 性 病 に 就 て

誌 土 座 談 会 昭１７（脳 ２〕 母 控 保 護 に 就 て

に よって 寄贈 さ れ た もの を 基金 と し て 昭椥３６年

（１９６１） に 発 足、

＊ この奨励金 が授 与されるの は，「本学卒業 生で

学 内において医 学の研究に従 事し， その研究 成果

カ§充 分期待できる 者一 で若干名 に与えら れる （吉

岡彌 生研究奨励 金規定第互条， 第２条
１里り．

＊ 第ユ圓授与 式は， 昭和３７年（１９６２） ５月 のＨ迅

回例 会で行われた．

藤 丼 儀 子 （薬 理 学 け 成 長１こ 及 ぼ す ａむｄｒｏｇｅｎｉｃ

ｓｔｅｒｏ１ｄｓ の 作 用 発 現 と 性， 年 齢
と の 関 係」

小林成子（三神内科）ｒ本態性高赦圧症の臨床的

研究」

帥〃１寿子研究奨励金について〕
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＊昭和２３年 （１９遂８） 卒 業隻の山州 寿子の遺鱒に

よる寄付 金を基金と し，「本学教職員 で医学の研 究

に従事 し， その研究 成築
鉢充分期 待できる者」 若

干名に授与 される （山川 寿子研究 奨励金規定第 １

条
，
第 ２ 条工５〕）

．

＊ 毎 年２ 月の例会 で授与式 を行い， 翌年２月例

会で研 究発表を行う （第７条， 第 ８条）

＊昭和６２年 （１９８７） １０月に織 定される、 第 １回

授与式 は平成元 年（１９８９） ２月１６日第２７７回例 会で

あ っ た．

大 澤 真 木 子 （小 児 科 学） ｒ進 行 性 筋 ジ ス ト ロ

フィ ー症の進展 過程に関する 研究」

内潟安子（第三肉科 学） 「イ ンス リ ン依 存型糖尿

病の発症機構に関する研究」

田申 徹（循環器 内科学） 「ホルター心 電図によ

る心筋虚血の評価」

小松 明（第一生理 学）「Ｄｒｏｓｏｐ刷ａミ ュータ ン

トを 用 いた Ｃａ 感 受性 Ｋ チャン ネ ル の調 節 機 構

の研究一

〔吉岡博人記念総合医学研究奨励金について〕

＊故吉岡 博人名誉理事 長の志を体 して吉岡博光

理事長の寄贈 による寄借 金を基金 として， 本学３

教室以上 （基礎教室 を必 ず含む） の 共同研究 で，

その研究成果淡充分期待できる研究に毎年！研究

グループを選び助成する （吉岡博人記念総合医学

研 究 奨 励 金 規 定 第 １ 条， 第 ２ 条
ｉ６））．

＊毎 年９月 の学会 総会で授与式 を行い， 研究成

果 は３ 年以内に総会 で発表するこ と、

＊平成 ４年 （１９９２） ２月２６日制定． 第１回授
与

式 は
，
特に平成５ 年 （！９９３） １月 ４日の学内 年賀

交歓会 で行われた．

研究代表者 宮崎俊一教授 （第二生理学）

共同研究者 内出竹彦教授 （微生物免疫学）・

押味和夫教授 （血液内科学）

研究 課題ｒ細 菌外毒素によ る Ｔ リンパ球活 性化

およ びキラーリ ンパ球１こよる標 的細胞障 害に関わ

る細 胞内カル シウムシグナ ルの 研究」

〔佐竹高子研究奨励金について〕

＊昭和８ 年 （１９３３） 卒業 生の佐竹高子 による寄

伐金を基金と して， 本学教 職員 で医学の 研究に従

事し， こ れま での研究成果 の水準カ塙 い
中堅研究

者（犬 学卒業後ユＯ年以 上）若干名 に授与さ れる（佐

竹高子 研究奨励金規 定第１条，
第 ２条一η）

．

＊毎 年２月の例会 で授与式 を行 い， 翌年２月 の

例会 で研究発表 を行う．

＊ 平成４隼 （１９９２） ３月２５日撤 定．
第１ 回授 与

式 が平成５年 （１９９３）２月王８日第２９３回例会 で行わ

れ た
．

日 下都きよ子（放 射線 医学） 「ヒト型モノク ロー

ナル抗体による 悪性腫瘍の画 像診断と治療 に関す

る基礎的研究」

肥 塚直美（第二内 科学） 「腫瘍申のイ ンス リン様

成長因子 （ＩＧＦ） およ びＩＧＦ 結合蛋白の 異常に関

する検討」

おわり に

還暦を迎 完た 学会の歩 みを駆け足 でみてきた．

草創期にお ける 学会の目 的は， 女医 として 新知見

の獲得だ けでなく，杜会的地位 の
確立でもあった．

その後時代 を経て， 医学 者として医学 ・医術の研

究発表の場 へと， 学会の 目的カ唆 化 していく様子

を記述 した．

学会 は， 女子医大 の伝 統を保持 しつつ， 日進月

歩の医学 の発展に貢献す るために， 先進的技術・

学術交流 に積極的に 取り組むため に，
会員諸氏の

尚一層 の努力を必要 としている
．

学会 の軌跡は， 東 京女子
医科大 学の歴史でも あ

り， 会 員による 日頃の研鐙の 発表の場と して の学

会誌の 発行， 例会・ 総会の開催 など， これら 一連

の 地道 な 活動 淡 本 学の 隆 盛の も とに も なって い

る
．

こ こ１０年の詳細 について は， 直接の関係者 が多

数活躍 申であり， 今後の発展 のながでより専 門的

な 立場の記述カミ必要だと痛感 する．

稿 を 終 る に あ た り， 種 々 ご 尽 力 い た だ い た 大 学 史 料

室の佐藤 淑子課長ならびにスタッフー 剛こ深識いた

し 雲 す
．
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